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完成した方城中学校体育館 

町の顔がまた 一つ 

町 の 人 口 

（平成6年3月31日） 

男 3,863（一8 ) 

4,292（一6 ) 

8,155（一14 ) 

世帯数 2.805 (+ 2 ) 

女

計

 

1
・ 

ー

●

 

誕生 
か
ね
て
建
設
中
で
あ
り
ま
し
 

た
方
城
中
学
校
体
育
館
が
、
総
 

工
費
約
4
億
6
千
4

百
万
円
を
 

か
け
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
 

広
さ
は
旧
体
育
館
の
約
2
倍
 

で
、
1
8
6
7
平
方
メ
ー
ト
ル
 

（
約
5
6
5
坪
）
、
高
さ
1
6
. 

5
メ
ー
ト
ル
で
す
。
 

館
内
に
は
、
教
官
室
・
ミ
ー
 

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
2
室
・
シ
ャ
 

ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
 

一
般
社
会
人
向
け
に
ク
 

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
設
け
て
い
ま
す
。
 

新
体
育
館
の
特
長
は
、
音
響
 

効
果
と
明
る
さ
で
す
。
音
響
は
 

抜
群
の
効
果
を
出
す
た
め
、
音
 

を
吸
収
す
る
穴
あ
き
ボ
ー
ド
を
 

壁
に
使
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
窓
を
大
き
く
と
っ
て
い
 

る
の
で
と
て
も
あ
か
る
く
、
屋
 

内
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
 

い
そ
う
で
す
。
 

明
る
い
体
育
館
で
、
気
持
ち
 

の
い
い
汗
を
流
し
、
心
身
と
も
 

に
健
康
で
快
適
な
中
学
生
活
を
 

お
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
 

う
か
。
 

3
月
 11 

日
の
卒
業
式
や
4

月
 

8
日
の
入
学
式
で
は
、
歓
声
が
 

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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＜平成6年度当初予算＞ 
平成6年度当初予算案が、 3月議会定例会（会期H6 . 3 . 11-

3 . 17）において可決承認されました。 

一般会計予算は、総額5 ,61 6 ,488 千円で、前年度に比べ 

て535 , 467 千円の減額予算となっています。各会計の当初予 

算は別表のとおりです。 

平成6年度 

―般会計当初予算の状況 

（単位】百万円） 

歳 入 総額 5,616 

歳 出 総額 5,616 

地方譲与税 59 

町の財政状 

地方 

税 
404 

地方交付税 
2, 060 

国県支出金 

1.680 

地方債 
555 

その他 

858 / 
10 20 30 10 50 80 70 80 90 100 

人件費 

877 

助
 

8
 

扶
費
 42
 

債
 

2
 

公
費
 51
 

普通建設事業 

1.364 

災害復 

旧事業 

550 

失業対策事業 
1, 020 

その他 

865 

10 20 30 40 

会計別当初予算額調べ（平成6年度・平成5年度比較） 

―般会計及び特別会計 

50 60 70 80 90 100 

（単位：千円・％) 

区 分 平成6年度 平成5年度 比 較 伸 率 
普 通 会 計（法2条2項会計） 5.952.123 6,489.027 A 536.904 A 8.3 

一 般 会 計 5.616,488 6.151.955 A 535.467 A 8.7 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 329.518 330.955 A 1.437 A 0.4 

専修学校等技能習得資金貸与事業特別会計 6.117 6.117 A 0.0 

特 別 会 計 1. 739. 804 1. 750, 939 A 11.135 A 0.6 

・
 

国民健康保険事業特別会計 543,435 580.646 A 37.211 A 6.4 

老人保健事業特別会計 813.693 815. 816 A 2.123 A 0.3 

宅地造成事業特別会計 20.962 20. 816 146 0.7 

方城町立診療所事業特別会計 361. 714 333.661 28.053 8.4 

公営企業会計 

区 分 平成6年度 平成5年度 比 較 伸 率 

水
道
会
計
 

収 益 的 事 業 
収 入 196.394 194.644 1.750 0.9 
支 出 198.6関 193.760 4, 898' 2.5 

資 本 的 事 業 
収 入 路4.568 148.697 135.871 91.4 
支 出 330. 506 197. 237 133.269 67.6 

平成 

く平成4年度決算状況＞ 

平成4年度におけるー般会計を始めとする各会計の決算が12月 

議会定例会（会期H5 . 12. 14 -'--12. 20）において認定されました 

ので、決算状況をおしらせします。 

内容は、一般会計及び特別会計の決算状況、公債費の状況、積立金 

の状況となっており別表のとおりです。 

地方譲与税 64 

一
方
 

里
 

一
地
税
3
 

税
 

付
 10
 

交
 
.
5
 方

2
 

地
 

J
 

国県支出金 

1.469 

地方債 

634 

繰入 

金 
387 

の・ 

51 

そ

他

4

 

平成4年度 

普通会計決算収支の状況 

（単位】百万円） 

' % 
90 100 20 30 40 50 60 70 80 

ノ災害復旧事業99 

歳 入 総額 5,979 

人件費 
832 

"m 
普通建設事業 

1.029 

失業対策 
事業 841 

基金費 
1.004 

その他 

1.244 

歳 出 総額 5,860 

1n 20 30 40 50 60 70 80 90 1 00 

（単位】千円・彩） 

0 

平成4年度決算収支の状況 

I 一般会計及び特別会計 

区 分 歳 入 歳 出 翌年度ノ喉り 
越される額 

実質収支 実質収支 
比 率 

普 通 会 計（法2条2項会計） 5.978.862 5.860.390 4.200 114. 272 2 .0 
ー 般 会 計 5.705.235 5.601.614 99.421 1.8 
住宅新築資金等貸付事業特別会計 270,634 255.837 14.797 5 .8 
専修学校等技能習得資金貸与事業特別会計 2.993 2.939 又 1.8 

？
コ
ー
 
寺 別 会 計 1. 976. 631 1.860.459 116.172 6.2 
国民健康保険事業特別会計 549.694 556.462 A 6.768 A 1.2 
老人保健事業特別会計 768.609 769. 138 △ 5釣 A 0.1 
宅地造成事業特別会計 122.594 3,225 119. 369 3.701. 4 
方城町立診療所事業特別会計 535,734 531. 634 4.100 0 .8 

を ミ営企業会計 503. 222 462.698 40.524 8.8 
水 道 事 業 会 計 138.518 134.794 3.724 2 .8 
病 院 事 業 会 計 364,704 3刀，904 36. 800 11.2 

（単位：千円） 3 積立金の状況 2 公債費の状況 

区分gミ 
平成3年度 

末 残 高 

平 成 4 年 度 

積立額 とり崩し額 年度末残高 

積立運用基金 1.743.974 1.003.973 380.696 2.367.251 

財政調整基金 

減債基金 

公共施設整備基金 

その他特目基金 

定額運用基金 

0 50.000 50,000 

884.294 191,547 99. 114 976.727 

513.091 400.284 277.600 635.775 

346,589 362.142 3.982 704. 749 

61,500 35.000 96. 500 

合 1.805.474 1.038.973 380.696 2.463.751 

※その他特目基金 ふるさとづくり基金・地域福祉基金・地域振興基金 

辰かぐミ H3 年度 H4年度 

前生鷹迷 
地万債残局 

4.782.730 4.868.967 

元利償還金 581. 934 614. 656 

鳥奮錆 4 .868. 967 5.161.144 

公債費比率 8.2 % 8.2 % 

新限上諜 6.2 % 3.7 % 

」”“I'II'“●川‘'",II'I‘●．’IIIl""III'‘欄III'III“●IIIIw'''I''"‘●I'III""lI'I "II'“、‘"IIII"""I"'I'l“●川I叫‘III川“I'II“、“I"Il●山IIIIIII",,I"I'1,III 

タバコは町内で買いましょう！ 
lII"II川I'",II川l"I“川I‘肘II川’lI"IlIIIImII"IIIIIIIIIIlImII川ImIIIll川I""“川II"I‘川II"Il"II”川IIIII川l"IIII川IlII"’川I"II川I"III川IIIIIII川●I,I 

たばこ消費税は、町内で消費された 

本数に対して、国から交付金がきます。 

その金額は、みんなの生活に結びつ 

くいろいろな事業にあてられています。 

(4年度交付金 

4 2 . 0 7 7 . 0 9 3 円 

更「 変一一」 期
 

納
 

の・ 
度
税
一
 

年産一一一 

6
資一一一 定『 固

 
固定資産税評価替えのため第一期 

納期がーカ月間遅れ、5月1日から 

5月31日に変更いたしますので、 

よろしくお願いします。 
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すこザかで生きがいのある町づくり 
おじいちゃん、おばあちゃん 

てまえ 

お点前いかがでしたか／ 

おばあちゃん、おいしい？ 

去る3月3日、春の日ざしが立ちこめる中、 

おひな祭りお茶会が中央保育所で行われました。 

この会は毎年、年長のすみれ組が行っていま 

すが、今年は老人クラブ連合会や東区のお年寄 

りとの交流会で、おじいちゃんやおばあちゃん 

15人を紹待しました。 

すみれ組の園児22人は、緊張しながらも先生 

破てたお茶を綴を踏まないように運び、その 

姿におじいちゃん、おばあちゃんは目を細めて 

いました。核家族時代といわれる現代、ほのぽ 

のとした光景でした。 

寝
た
き
親
鷲
欝
 

「
葵
立
 

山， 

「
す
こ
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
 

る
町
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
3
 

月
5

日
（
土
）
福
祉
講
演
会
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
は
著
名
な
講
師
の
講
演
 

を
聞
こ
う
と
、
約
5
6
0
人
の
 

聴
衆
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
 

山
口
先
生
は
、
日
本
の
 
「寝 

た
き
り
」
は
、
 

「
寝
か
せ
き
り
」
 

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
 

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
 

2
月
 13 

日
・
 
27 

日
に
田
川
地
 

区
ミ
ニ
バ
 
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
が
、
田
川
市
総
合
体
育
館
で
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

田
川
市
郡
か
ら
男
女
7

チ
ー
 

ム
ず
つ
が
参
加
。
男
女
と
も
優
 

勝
決
定
戦
に
残
り
、
シ
ュ
ー
ト
 

が
決
ま
る
た
び
に
歓
声
が
あ
が
 

っ
て
い
ま
し
た
。
 

男
子
は
惜
し
く
も
準
優
勝
で
 

登
め
ざ
し
て
 

み
つ
ぎ
総
答
病
院
』
院
長
 

ロ
 

暴
「
氏
 
講
演
会
 

に
は
、
医
療
と
行
政
が
一
体
と
 

な
る
こ
と
を
提
言
。
出
前
福
祉
 

や
出
前
医
療
で
、
寝
た
き
り
老
 

人
を
3
分
の
1

に
減
ら
し
た
実
 

績
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

講
演
の
ま
と
め
で
は
、
福
祉
 

の
充
実
し
た
北
欧
諸
国
の
現
状
 

と
み
つ
ぎ
町
の
現
状
を
、
 
スーフ 

イ
ド
で
流
し
参
考
に
な
り
ま
し
 

た。 参
加
者
の
中
に
は
熱
心
に
メ
 

モ
を
と
る
人
も
多
く
、
高
齢
化
 

社
会
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
 

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
場
に
は
、
い
ろ
い
 

ろ
な
介
護
機
器
が
展
示
さ
れ
、
 

お
年
寄
り
が
興
味
深
そ
う
に
見
 

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
 

し
た
が
、
女
子
は
接
戦
の
末
、
 

優
勝
し
ま
し
た
。
来
年
は
、
ア
 

ベ
ッ
ク
優
勝
の
期
待
が
か
か
り
 

ま
す
。
 

な
お
、
 

こ
の
ミ
ニ
バ
 
ス
ケ
ッ
 

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、
部
員
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
小
1
1
小
 

6
の
男
女
で
入
部
希
望
の
人
は
、
 

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

方
城
町
役
場
 
石
谷
敏
行
 

方城町における在宅の虚弱 

寝たきり老人数と推移予測 
（単位：人．世帯） 

ランクJ・軽い障害のある高齢者 

ランクA・比較的重い障害のある高齢者 

ランクB・寝たきりに近い高齢者 

ランクC・比較的重い寝たきりの高齢者 

平成5年 平成11年 

健
 

康
 

状
 

態
 

ランクJ 37 53人 

ランクA 40 34人 

ランクB 7 
51人 

ランクC 6 

合 90 138人 

65歳以上の数 1 .483 1,544人 

世
 

帯
 

単身世帯 201 / 
夫婦世帯 357 // 

※平成11年のランクB・Cについて 

は、福祉の充実により、老人保健 

施設ではなく在宅での寝たきりが 

増える予測。 

j わたしは寝たきりにはならないわ．ノ 

覇華優勝お勇手チー”ム 

碁盤に熱い視線．ク 

る2月27日（日）中央公民館で行 

まで23人の参加があり、碁盤に向 
は、静寂の中にも火花が散るのが 

りです。 

崎山 国雄 
田丸 竹光 3位 池永 直義 

松島亀次郎 
木戸 将人 3位 鈴木 岬 

町民囲碁大会が去 
われました。 
青年からお年寄り 

かい一心に打つ姿に 
感じられました。 
入賞者は次のとお 

<A ノぐート＞ 
優 勝 
準優勝 

<B パート＞ 
優 勝 
準優勝 

寝
た
き
り
ゼ
口
へ
の
 10 

カ
条
 

第
1
条
 
脳
卒
中
と
骨
折
予
防
 

寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の
第
一
歩
 

第
2
条
 
寝
た
き
り
は
寝
か
せ
 

き
り
か
ら
作
ら
れ
る
。
 

過
度
の
安
静
 
逆
効
果
 

第
3
条
 

リ
ハ
ビ
リ
は
早
期
開
 

始
が
効
果
的
 

始
め
よ
う
ベ
 
ッ
ド
の
上
か
ら
 

訓
練
で
 

第
4
条
 
く
ら
し
の
中
で
の
リ
 

ハ
ビ
リ
は
 

食
事
と
排
池
、
着
替
え
か
ら
 

第
5
条
 
朝
お
き
て
先
ず
は
着
 

替
え
て
身
だ
し
な
み
 

寝
・
食
分
け
て
生
活
に
メ
リ
 

と
ハ
リ
 

第
6
条
 

「
手
は
出
し
す
ぎ
ず
 

目
は
離
さ
ず
」
が
介
護
の
基
 

本
 

自
立
の
気
持
ち
を
大
切
に
 

第
7
条
 

ベ
ッ
ド
か
ら
移
ろ
う
 

移
そ
う
車
椅
子
 

行
動
広
げ
る
機
器
の
活
用
 

第
8
条
 
手
す
り
つ
け
段
差
を
 

な
く
し
住
み
や
す
く
 

ア
イ
デ
ァ
生
か
し
た
住
ま
い
 

の
改
善
 

第
9
条
 
家
庭
（
う
ち
）
で
も
 

社
会
（
そ
と
）
で
も
よ
ろ
こ
 

び
見
つ
け
 

み
ん
な
で
防
ご
う
閉
じ
こ
も
 

い
ソ
 

第
 10 

条
 
進
ん
で
利
用
機
能
訓
 

練
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

寝
た
き
り
な
く
す
人
の
和
 

地
域
の
輪
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国
 

民
 
年
 
金
 

国

民

健

康

保

険

 

み
ん
な
の
ね
ん
き
ん
 
国 

・ 

あ

の

当

 

等

者

 

、
一
 

、・ 

の

満

該

 

業

業

 

/
／
り
ジ
ロ
ノ
ら
、
者
所
未
に
 

工

由

 

， 

研
磨
臨
「
懸
雌
購
⑩
 

滴

伯

 

s
 

・ 

被

内

上

②

 

業

者

 

鵬鑑 

20J
2J
. 一 LtA. OD
1 

、一・ 

ン
 
の
 

ー？ 

‘
・
鳳
 

マ 
満
 

、
刃
ン
，
電
 
者

一

未

 

者
 

‘
。
・
雷
 
険
リ
歳
 

入
 

一
 

保
 
7
 
65 

一・ 

！ 

被

サ

で

 

の
 

●

、

「

 

2
 
0)
 
L
 

軽

員

 

d 

漣

 

第

現

0

 

生

務

 

l， 

②
 

や

人

厚

公

 

合シら-1 

詠ど 
ブ’ 

③第3号被保険者 

サラリーマンや0L 

（②に該当する人）に 

扶養されている配偶者 

で20歳以上60歳未満の 

人 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
回
 

U
八
い
八
「
き
八
“
八
U
A
 11 
いA 
11 
x
 11 
v
 

畑
村
と
皆
川
庄
屋
（
ー
）
 

畑
村
と
皆
川
庄
屋
 

m
 

畑
赤
坂
八
幡
社
境
内
左
手
に
 

石
碑
が
あ
る
。
畑
村
の
歴
史
が
 

み

な

が

わ

ま

ご

 

刻
ま
れ
、
そ
の
中
に
「
皆
川
孫
 

ぎ

え

も

ん

 

ふ
 
じ

わ

ら

あ

そ

ん

 

左
衛
門
 
藤
原
朝
臣
」
と
あ
る
。
 

ふ
 
じ
 
わ
 
ら

あ

そ

ん

 

こ
の
「
藤
原
朝
臣
」
を
調
べ
る
 

と
、
畑
村
の
成
立
と
皆
川
家
の
 

流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
 

で
は
…
と
考
え
る
。
 

「
藤
原
」
と
は
大
化
の
改
新
に
 

な

か

と

み

の

か

ま

た

り

 

功
績
が
あ
っ
た
中
臣
鎌
足
が
天
 

た
ま
わ
 

皇
よ
り
「
藤
原
姓
」
を
賜
る
こ
 

と
か
ら
始
ま
り
、
十
世
紀
に
関
 

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど
 

東
で
、
平
将
門
が
反
乱
を
お
こ
 

と

う

ば

つ

 

す
。
そ
の
乱
を
討
伐
し
た
の
が
 

ふ

じ

わ

ら

ひ

で

さ

と

 

藤
原
秀
郷
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
 

「
藤
原
姓
」
が
広
ま
り
、
大
田
・
 

小
山
・
結
城
・
中
沼
「
長
沼
」
 

等
は
そ
の
一
族
で
あ
る
。
 

こ
の
中
の
、
中
沼
家
（
群
馬
 

県
芳
賀
郡
長
沼
町
）
は
代
々
鎌
 

倉
幕
府
の
要
職
に
あ
っ
た
。
四
 

ろ

う

ぎ

え

も

ん

 

む

ね

か

ず

 

む

ね

や

す

 

郎
左
衛
門
宗
員
は
弟
宗
泰
に
中
 

つ
 

が
 

沼
本
家
を
譲
り
、
栃
木
県
都
賀
 

ぐ
ん
 

郡
皆
川
庄
に
住
む
。
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1か月 

額
 
額
 
額
 
額
 

年
 
年
 
年
 
年
 

く 保 険 料 ＞ 

定額保険料 

付加保険料 

く 年 金 額 ＞ 

老齢基礎年金 

障害基礎年金（1級） 

ノノ （2 級） 

遺族基礎年金（子1人） 

む

ね

き

よ

 

に

つ

た

よ

し

さ

だ

 

三
男
宗
清
は
、
新
田
義
貞
の
 

鎌
倉
幕
府
攻
略
に
参
加
す
る
。
 

こ
の
戦
で
功
績
を
認
め
ら
れ
、
 

以
後
、
皆
川
一
族
は
義
貞
の
配
 

下
と
な
る
。
 

て

ん

せ

ん

 

よ
し
さ
だ
 

各
地
を
転
戦
し
北
陸
で
義
貞
 

戦
死
す
る
。
そ
の
後
皆
川
一
族
 

は
、
弟
の
脇
屋
義
助
の
配
下
と
 

な
り
、
美
濃
合
戦
後
、
四
国
伊
 

よ
 

ど
 

い
 

と
く
の
 

像
の
土
居
氏
・
得
能
氏
等
南
朝
 

方
を
支
援
す
る
。
 
ま
も
な
く
義
 

5 , 400 円 

1 , 800 円 

ー

 

［

ー

 

n
ノし 額

 
額
 

年
 
年
 

※子の加算額 2 人目まで 

3人目から 

発・吐り 
'’・：lF七二三． →’・，’、」 

SZ二,牟・ここ 
ジ最らミ 

●
保
険
税
の
決
め
か
た
 

国
保
の
主
要
な
財
源
は
保
険
 

税
で
す
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
 

に
決
め
ら
れ
る
か
知
っ
て
い
ま
 

す
か
？
 

基
本
的
に
は
、
収
入
の
多
い
 

人
に
は
多
く
、
少
な
い
人
に
は
 

少
な
く
納
め
て
も
ら
お
う
と
い
 

う
わ
け
で
、
左
の
よ
う
な
計
算
 

方
法
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額
の
 

合
計
が
、
1
年
間
の
保
険
税
と
 

な
り
ま
す
。
 

資
産
割
額
 

均
等
割
額
 

平
等
割
額
 

所
得
割
額
 

・
加
入
者
の
資
産
に
応
じ
て
計
算
 

す
る
方
法
 

・
国
保
に
加
入
し
た
人
数
に
応
じ
 

て
一
人
い
く
ら
と
計
算
す
る
方
法
 

・
収
入
に
関
係
な
く
ど
の
世
帯
に
 

も
同
じ
額
を
納
め
て
も
ら
う
方
法
 

・
あ
な
た
の
世
帯
の
前
年
中
の
収
 

入
に
応
じ
て
計
算
す
る
方
法
 

50% 21.000 

円 

23.000 

円 

7
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●
保
険
税
の
納
め
か
た
 

保
険
税
は
、
国
保
の
被
保
険
 

者
の
資
格
が
で
き
た
そ
の
月
か
 

ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
と
 

き
は
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
険
税
 

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
 

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

※
被
保
険
者
と
な
る
月
は
 

o
職
場
の
健
康
保
険
を
ぬ
け
た
 

と
き
 

o
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
 

た
と
き
 

助
が
病
死
す
る
。
 

か
ね
な
が
 

征
西
将
軍
懐
良
親
王
は
九
州
 

く

つ

な

 

へ
行
く
途
中
、
四
国
忽
那
島
に
 

滞
在
、
そ
の
時
義
助
の
死
を
知
 

り
、
新
田
一
族
（
皆
川
一
族
）
 

し

ん

の

う

C

え

い

や

く

 

に
親
王
護
衛
役
を
命
ず
る
。
こ
 

れ
が
有
名
な
新
田
三
十
三
人
衆
 

の
始
め
で
あ
る
。
 

（
以
後
親
王
 

と
行
動
を
共
に
し
て
戦
い
、
大
 

ほ

は

ら

 

保
原
戦
で
多
く
の
戦
死
者
を
出
 

す
。
）
 

親
王
は
四
国
よ
り
薩
摩
の
谷
 

さ

だ

ひ

き

 

山
城
に
入
城
、
島
津
貞
久
と
六
 

年
余
も
戦
う
が
勝
負
は
決
ま
ら
 

こ
う
の
 

く

つ

な

 

な
い
。
四
国
の
河
野
・
忽
那
水
 

軍
の
応
援
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
 

や
よ
 

く
島
津
軍
を
破
り
後
、
肥
後
の
 

き

く

ち

わ

い

ふ

じ

よ

う

 

せ
い
せ
い
‘
 

菊
池
隈
府
城
に
入
り
、
征
西
府
 

を
お
く
。
 

菊
池
一
族
、
特
に
武
光
な
ど
 

の
活
躍
に
よ
っ
て
北
九
州
各
地
 

は
南
朝
方
の
勢
力
下
に
な
る
こ
 

と
三
十
有
余
年
、
武
光
没
し
更
 

に
親
王
を
失
う
。
そ
れ
よ
り
南
 

お
と
ろ
 

朝
方
勢
力
は
衰
え
、
室
町
幕
府
 

支
配
下
に
な
る
。
 

せ
い
せ
ん
 

聖
戦
の
目
的
を
な
く
し
、
多
 

く
の
戦
死
者
を
出
し
た
皆
川
一
 

族
は
、
肥
後
国
を
捨
て
新
天
地
 

を
求
め
て
、
豊
前
国
に
移
り
住
 

む
こ
と
に
な
る
。
 

当
時
豊
前
国
は
中
国
の
大
内
 

氏
、
豊
後
の
大
友
氏
が
侵
入
し
 

争
奪
戦
を
展
開
す
る
。
そ
れ
は
、
 

博
多
港
の
独
占
貿
易
と
巨
額
の
 

収
入
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
通
 

路
で
あ
る
豊
前
国
が
必
要
で
あ
 

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
二
大
勢
力
下
に
あ
っ
た
 

田
川
郡
神
崎
村
の
荒
巻
左
近
武
 

農
を
頼
り
、
皆
川
れ
遣
一
族
は
 

き

し

ゆ

く

 

寄
宿
す
る
。
 

香
春
岳
城
主
原
田
五
郎
義
種
 

の
招
き
に
よ
り
、
そ
の
配
下
と
 

な
り
、
畑
村
の
地
二
十
町
歩
の
 

所
領
を
得
る
。
こ
れ
が
畑
村
の
 

初
め
で
あ
る
。
 

文
化
財
専
門
委
員
会
 

植
田
 

辰
生
 畑赤坂八幡神社 

ワー●ーワー●ーワ 献血で健康管理を Vー●ーワー●ーワ 

ト と き 5 月20日（金） 

午前10時～12時 

午後1時～3 時 

ト ところ 青年婦人研修所 

※献血者には 肝機能・腎機能などの生 

化学的検査サービスをします。また、400 ミ 

リリットルの献血者には、貧血の有無を調べる 

赤血球数やヘモグロビン量などがわかる、血球 

計数検査サービスも行っています。 

身近な健康管理法として役立ててください。 
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米
の
と
ぎ
汁
や
、
残
し
た
み
 

そ
汁
、
ス
ー
プ
を
そ
の
ま
ま
台
 

所
に
流
し
ま
す
。
す
る
と
、
ど
 

の
位
の
真
水
で
う
す
め
な
い
と
、
 

魚
が
す
め
る
水
質
に
も
ど
ら
な
 

い
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

生
物
の
生
存
に
必
要
な
水
や
 

空
気
は
、
ど
こ
か
で
浄
化
さ
れ
 

戻
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
て
 

い
ま
し
た
。
 

今
の
水
路
や
川
は
、
三
面
を
 

ブ
ロ
 
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
 

食品の汚れぐあい 
魚がすめる水質 
(B 0 D 5mg/ Q 
程度）にするため 
に必要な水の量は 
ふろ桶何杯分？ 

(）内の量を 
捨てたら 

その汚れは 
BOD 
(mg/g ) 

使用済みの 
てんぷら油 

(鰍〕ing) 
1,卿,卿 

（ふろ桶1杯伽g ) 

330 杯分 

おでんの汁 
(500mg) 

74 ,000 25 杯分 

牛 乳 
(200mQ) 78 ,000 10 杯分 

みそ汁 
(200mg) 

35 ,000 4,7杯分 

米のとぎ汁 
(2 Q ) 

3 ,000 4杯分 

ラーメンの 
汁（200mg) 25 ,000 3,3 杯分 

日本酒 
(20m ) 200 , 000 2,7杯分 

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
水
 

が
必
要
な
の
で
す
。
 

地
球
上
に
 13 

億
7
千
万
キ
ロ
 

立
方
の
水
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
 

そ
の
内
の
 97 

・
2
彩
が
海
水
で
、
 

2

・
2
％
は
氷
河
や
万
年
雪
だ
 

そ
う
で
す
。
 

そ
し
て
、
わ
ず
か
0

・
6
%
 

が
川
や
湖
、
地
下
水
な
ど
の
生
 

活
と
密
接
な
か
か
わ
り
の
あ
る
 

水
で
、
決
し
て
豊
富
に
は
存
在
 

し
な
い
の
で
す
。
 

し
た
た
め
、
排
水
能
力
は
改
善
 

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
水
 

と
土
と
の
出
会
い
が
少
な
く
な
 

り
、
浄
化
能
力
は
低
下
し
、
も
 

う
、
人
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
 

破
壊
の
ス
ピ
ー
ド
を
止
め
る
事
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
人
 

類
、
い
や
、
地
球
上
の
生
物
の
 

破
局
を
意
味
し
ま
す
 

私
達
が
汚
し
て
い
る
の
で
す
 

か
ら
、
 

一
人
一
人
が
、
考
え
直
 

せ
ば
く
い
止
め
ら
れ
な
い
も
の
 

で
も
な
い
は
ず
で
す
。
 

家
庭
で
も
で
き
る
水
と
の
つ
 

き
あ
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
 

一つ。 一
、
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に
 

使
う
。
 

一
、
目
の
細
か
い
水
切
り
を
使
 

っ
て
食
べ
く
ず
を
下
水
に
流
 

さ
な
い
。
 

一
、
米
の
と
ぎ
汁
を
植
木
の
水
 

や
り
に
、
汁
物
等
の
作
り
す
 

ぎ
に
注
意
す
る
。
 

一
、
食
用
油
は
、
で
き
る
だ
け
 

使
い
切
り
、
残
っ
た
場
合
は
 

新
聞
紙
な
ど
に
し
み
こ
ま
せ
 

た
り
石
け
ん
を
作
る
。
 

一
、
合
成
洗
剤
で
な
く
、
石
け
 

ん
を
使
う
。
 

一
、
川
に
ゴ
ミ
を
な
げ
込
ま
な
 

い。 
あ
な
た
が
や
さ
し
く
自
然
に
 

接
す
れ
ば
、
自
然
は
や
さ
し
く
 

あ
な
た
を
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
 

す。 「
水
と
の
お
つ
き
合
い
ノ
こ
 

今
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
 

で
す
。
 

（
石
け
ん
の
作
り
方
の
パ
ン
フ
 

レ
ッ
ト
は
、
役
場
総
務
課
に
あ
 

り
ま
す
。
）
 

、
 

第176 号 ●つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

織
鳶
気
で
ず
静
 

今
回
か
ら
、
健
康
に
関
す
る
 

コ
ー
ナ
ー
を
連
載
し
て
い
き
ま
 

す
が
、
ま
ず
、
自
己
紹
介
か
ら
 

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

私
達
は
、
方
城
町
に
住
む
す
 

べ
て
の
人
々
の
健
康
を
守
る
た
 

め
、
毎
日
町
内
を
か
け
ま
わ
っ
 

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
例
を
挙
 

げ
る
と
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
 

ん
に
対
し
て
は
家
庭
訪
問
や
乳
 

幼
児
健
診
を
行
い
、
成
人
の
人
 

に
対
し
て
は
各
種
成
人
病
検
診
 

や
健
康
相
談
、
成
人
病
・
栄
養
 

・
健
康
づ
く
り
等
の
健
康
教
室
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ね
 

た
き
り
の
人
や
、
心
身
の
弱
っ
 

て
い
る
人
の
家
庭
を
訪
問
し
、
 

健
康
や
介
護
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
 

な
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。
お
 

電
話
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

（
お
』
ら
雪
〕
 

身
体
障
害
者
 

無
料
巡
回
相
談
 

★
日
時
 

5
月
 27 

日
（
金
）
 

10 

時
、
 

2
時
 30 

分
 

★
場
所
 
金
田
町
町
民
会
館
 

★
相
談
内
容
 

o
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
、
再
 

交
付
に
関
す
る
こ
と
 

o
補
装
具
の
要
否
判
定
及
び
適
 

合
判
定
 

o
更
生
医
療
に
関
す
る
こ
と
 

o
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
 

等
へ
の
入
所
に
関
す
る
こ
と
 

o
療
育
相
談
 

o
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
 

こ少」 

★
診
療
科
目
 

整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
 

眼
科
 

★
注
意
事
項
 

o
精
密
検
査
を
要
す
る
内
部
障
 

害
に
つ
い
て
は
当
日
受
診
で
 

き
な
い
。
 

o
耳
鼻
、
眼
科
は
午
前
中
予
備
 

検
査
、
午
後
受
診
 

o
手
帳
交
付
、
再
交
付
申
請
者
 

は
写
真
又
は
写
真
代
の
実
費
 

が
必
要
 

o
印
カ
ン
、
手
帳
は
必
ず
持
参
 

o
補
装
具
の
再
交
付
、
修
理
申
 

請
の
人
は
、
前
回
交
付
の
補
 

装
具
を
必
ず
持
参
 

o
手
帳
申
請
の
た
め
診
断
を
会
 

場
で
も
い
た
し
ま
す
が
、
設
 

備
、
時
間
等
の
関
係
か
ら
診
 

断
が
困
難
な
場
合
、
県
の
指
 

定
す
る
医
師
に
再
診
し
て
い
 

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

※
粕
屋
新
光
園
巡
回
相
談
（
肢
 

体
不
自
由
児
を
対
象
）
も
同
 

会
場
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

・
相
談
内
容
 

o
療
育
相
談
 

o
医
療
訓
練
の
要
否
 

o
治
療
施
設
の
相
談
 

o
訓
練
方
法
の
指
導
そ
の
 

他
 

★
問
い
合
わ
せ
先
 

方
城
町
役
場
住
民
課
福
祉
係
 

皿
 22 

1
0
5
2
0
 

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
 

大
活
躍
ノ
I
 

3
月
6

日
（
日
）
田
川
地
区
 

振
興
促
進
協
議
会
の
人
づ
く
り
 

部
会
が
主
管
と
な
っ
て
 
「
ふ
れ
 

あ
い
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ゲ
ー
ム
」
 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

田
川
市
郡
か
ら
 24 

チ
ー
ム
、
 

4
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
、
 

本
町
か
ら
は
3

チ
ー
ム
が
出
場
 

し、 

2
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
、
1
 

ブ
ロ
ッ
ク
で
3
位
と
大
健
闘
し
 

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
田
川
地
区
に
 

在
住
す
る
人
々
が
ス
ポ
ー
ッ
を
 

通
じ
て
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
 

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
 

に
よ
り
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
 

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
 

し
た
も
の
で
す
。
 

法
律
不
動
産
相
談
 

県
庁
一
階
の
県
民
相
談
室
で
 

は
、
無
料
で
法
律
、
不
動
産
相
 

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
法
律
相
談
 

日
時
 

毎
週
金
曜
日
 

13 

時
ー
 16 

時
 

内
容
 
金
銭
貸
借
、
相
続
、
離
 

婚
、
保
証
人
、
契
約
な
ど
 

◇
不
動
産
相
談
 

日
時
 

毎
月
第
1
、
第
3
木
曜
 

日
 

13 

時
5
 16 

時
 

内
容
 
土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
 

担
保
 
交
換
な
ど
 

※
い
ず
れ
の
相
談
も
電
話
予
約
 

が
必
要
で
す
。
 

申
込
先
 
福
岡
県
総
務
部
広
報
 

課
県
民
相
談
室
 
電
話
 

2

(
6
5
1
)
1
2
3
4
 

総合庁舎入居事務所の 
でんわ番号変更 

n
U
a
v
 

5
月
6

日
（
金
）
か
 

ら
、
福
岡
県
・
田
川
・
 

直
方
及
び
飯
塚
総
合
庁
 

舎
入
居
事
務
所
の
電
話
 

番
号
が
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
 

（
直
通
）
に
変
わ
り
ま
 

す。 新
し
い
番
号
は
後
日
 

新
聞
折
り
込
み
、
チ
ー
フ
 

シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
 

ま
す
。
詳
し
く
は
、
 

9
2

(
6
5
1
)
1
 0

 
「1 

1
1
県
庁
舎
管
理
課
迄
 

、
‘
？
、
！
く
？
,
!
'
？
・
？
‘
、
‘
、
！
く
，
く
‘
！
一
一
 

避
難
A
・
場
所
書
の
富
指
呂
疋
に
 

方
城
町
地
域
防
災
計
画
に
よ
 

り
、
次
の
6

カ
所
を
避
難
場
所
 

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
 

1
、
方
城
町
民
体
育
館
 

2
、
方
城
町
青
年
婦
人
研
修
所
 

3
、
方
城
中
学
校
 

4
、
伊
方
小
学
校
 

簿
記
検
定
試
験
 

日
時
 

6
月
 12 

日
（
日
）
 

1
級
・
3
級
 
午
前
9
時
開
始
 

2
級
・
4
級
 
午
後
1
時
開
始
 

受
験
料
 

1
級
 

2
級
 

3
級
 

4
級
 

5
、 

3
、 

（ソ〕、 
1
 

0
0
0
円
 

0
0
0
円
 

0
0
0

円
 

5
0
0

円
 

場
所
 
福
智
1
0
向
等
学
校
（
田
 

市
大
字
伊
田
）
 

川 

申
込
期
間
 

4
月
 18 

日
（
月
）
 

1
5
月
 11 

日
（
水
）
ま
で
 

く
わ
し
く
は
 

田
川
商
工
会
議
 

所
 
電
話
（
4
4
) 
つ
J
l

に
J
0
 

回m
雪
 

5
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
 

6
、
弁
城
小
学
校
 

な
お
、
通
常
の
避
難
場
所
は
 

方
城
町
民
体
育
館
と
し
、
そ
の
 

他
の
避
難
場
所
は
災
害
等
の
規
 

模
に
応
じ
、
方
城
町
災
害
対
策
 

本
部
よ
り
連
絡
し
ま
す
。
 

国
税
専
門
官
募
集
 

◇
受
験
資
格
昭
和
 42 

年
4

月
 

2
日
か
ら
昭
和
 48 

年
4
月
 

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

◇
受
付
期
間
5
月
9

日
（
月
）
 

か
ら
5
月
 16 

日
（
月
）
 

◇
第
一
次
試
験
6
月
 18 

日
 

（士） 

・
6
月
 19 

日
（
日
）
 

◇
第
ニ
次
試
験
8
月
 22 

日
 

（月） 

・
8
月
 23 

日
（
火
）
 

の
内
、
指
定
す
る
一
日
 

◇
試
険
の
程
度
 

大
学
卒
業
程
度
 

◇
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
税
務
署
「
0
4
3
0
 



》つ 第176 号 平成6年4 月12日 広 報 ほ う じ ょ う 10) よ
 

じ
 

ほ
 

シ 
ル
バ
ー
 

カ
レ
ッ
ジ
講
座
 

第
3
期
生
募
集
（
・
 

★
入
学
資
格
 

県
内
在
住
の
 60 

歳
以
上
の
人
 

で
、
学
習
意
欲
が
旺
盛
で
、
地
 

域
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
に
積
 

極
的
に
活
動
す
る
気
概
の
あ
る
 

人
 

★
募
集
定
員
 

★
開
講
期
間
 

2
0
0
人
 

6
年
5
月
 17 

日
か
ら
7

年
3
 

月
7

日
 

（
原
則
と
し
て
第
1

・
第
3

・ 

第
5
火
曜
日
）
 

★
学
習
時
間
 
10 

時
 30 

分
、
3
 

時
 30 

分
 

★
会
場
 
飯
塚
市
 
飯
塚
総
合
 

会
館
 

★
授
業
料
 
無
料
 

★
募
集
期
間
 
4
月
1

日
金
、
 

4
月
 30 

日
出
 

★
入
学
願
書
送
付
先
及
び
問
い
 

合
わ
せ
先
 

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
丁
 

目
2
番
 22 

号
 

福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
 

い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
 

0
9
2

(
7
1
6
)
3
3
6
6
 

健
康
体
操
教
室
 

（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
 

会
員
募
集
ノ
・
 

密
対
象
 
町
内
在
住
の
成
人
女
 

陛
 

需
日
時
 
毎
週
木
曜
日
 

10 

時
 30 

分
、
 12 

時
 

的
会
費
 
千
円
 

密
用
意
す
る
物
 

・
室
内
用
の
靴
・
バ
ス
タ
オ
ル
 

・
運
動
し
や
す
い
服
 

密
申
し
込
み
先
 
教
育
委
員
会
 

22 

1
4
3
0
0
 

青
年
海
外
協
力
隊
募
集
 

央
応
募
資
格
 
20 

歳
、
 39 

歳
 

央
募
集
期
間
 

4
月
 15 

日
（
金
）
か
ら
5
月
 

31 

日
（
火
）
 

央
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
 

4
月
 20 

日
、
5
月
9

・ 
19 

日
 

福
岡
天
神
ビ
ル
 

4
月
 22 

日
、
5
月
 20 

日
 

小
倉
K
M
M

ビ
ル
 

4
月
 28 

日
、
5
月
 23 

日
 

久
留
米
ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
 

※
い
ず
れ
の
会
場
も
 18 

時
 30 

分
 

か
ら
 21 

時
ま
で
 

＊
問
い
合
わ
せ
先
 

国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部
 

0
9
2

(
4
5
1
)
3
3
8
0
 

訪
問
看
護
婦
 

養
成
講
習
会
 

受
講
生
募
集
ノ
 

◇
受
講
資
格
実
務
経
験
3
年
 

以
上
で
か
つ
年
齢
が
 23 

歳
以
上
 

の
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
 

（士） 

・
准
看
護
婦
（
士
）
 

〔
平
成
6
年
4
月
1

日
現
在
〕
 

◇

実

施

月

日

 

第
1

回
 

7
月
5

日
1
8

月
5
 

日
 

毎
週
火
、
金
の
 20 

日
間
 

会

場

 福
岡
県
看
護
等
研
修
研
 

究
セ
ン
タ
ー
 

第
2

回
 

10 

月
か
ら
 11 

月
に
か
 

け
て
 20 

日
 

会
場
 
北
九
州
市
予
定
 

募

集

人

員

 
各
 50 

人
 

受

講

料

 

無
料
（
た
だ
し
資
 

料
、
本
代
等
約
1
万
円
）
 

受

講

申

込

期

間

 
2
会
場
と
 

も
5
月
2

日
（
月
）
1
5

月
 14 

日
（
土
）
 

受

講

申

込

方

法

 
申
込
用
紙
 

は
返
信
用
封
筒
を
入
れ
て
福
岡
 

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
請
求
 

下
さ
い
。
 

問

い

合

わ

せ

先

 
福
岡
県
ナ
 

ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
市
中
央
 

区
赤
坂
一
丁
目
 14 

1
5
 

0
9
2

(
7
1
4

)
5
2
0
3
 

＊
田
川
市
＊
 

率
田
川
市
美
術
館
特
別
展
「
立
 

石
大
河
亜
展
」
 
4
月
 12 

日
、
 

5
月
8

日
 

田
川
市
美
術
館
 

◇
ボ
リ
シ
ョ
イ
舞
台
サ
ー
カ
ス
 

4
月
 24 

日
目
 14 

時
・
 
18 

時
 

田
川
市
総
合
体
育
館
 

※
詳
細
は
田
川
青
年
会
議
所
へ
 

44 

1
6
3
4
8
 

＊
赤
池
町
＊
 

率
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
 

4
月
 

22 

日
（
金
）
 
23 

日
（
土
）
 
24 

日
（
日
）
毎
日
9
時
、
 

＊
金
田
町
＊
 

◇
カ
ナ
ダ
ふ
れ
あ
い
朝
市
 

毎
週
土
曜
日
9
時
ー
 13 

時
 

堀
川
幹
線
道
路
沿
い
 

＊
川
崎
町
＊
 

◇
杖
楽
 

5
月
3

日
（
火
）
 

4
日
（
水
）
 

中
天
降
神
社
神
幸
祭
 

5
月
4

日
（
水
）
 

5
日
（
木
）
 

率
池
尻
大
石
神
社
神
 

幸
祭
 

5
月
7

日
（
土
）
 

・
8
 

日
（
日
）
 

＊
香
春
町
＊
 

率
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
日
曜
 

日
 
午
前
8
時
ー
 

役
場
前
広
 

場
 

＊
赤
 

村
＊
 

◇
3
ち
ゃ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
 

4
月
 17 

日
（
日
）
9
時
、
 

赤
村
コ
ミ
ュ
 
ニ
テ
ィ
広
場
他
 

◇
第
 25 

回
村
民
体
育
大
会
 

5
月
8

日
（
日
）
8
時
 30 

分
 

、
 

赤
村
コ
ミ
ュ
 
ニ
テ
ィ
広
場
 

◇
大
内
田
神
幸
祭
お
神
楽
 

4
月
 28 

日
（
木
）
 
29 

日
（
金
）
 

大
内
田
研
修
セ
ン
タ
ー
 

＊
大
任
町
＊
 

◇
町
民
体
育
大
会
 
5
月
8

日
 

（
日
）
大
任
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
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